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無作為化実験ができない研究では傾向スコアを用いて因果効果の推定が行われるが，心理学研究でよく利用される構造方程式モデリングなどの一般的なモデルには適用できなかった。本研究では様々なモデルでの因果効果推定を可能にする「傾向スコアによる重み付きM推定量」を提案した。
Takahiro Hoshino (2007).Doubly Robust type Estimation for Covariate Adjustment in Latent Variable Modeling. Psychometrika, 72, 535-549.
Hoshinoら(2006)で提案された推定法を改善し，「従属変数と共変量間の回帰モデル」と「独立変数と共変量間の回帰モデル」どちらか一方さえ正しく設定できれば，目的の因果効果を正しく推定することができる「二重に頑健な共変量調整法」を提案し，共分散構造分析モデルに適用した。

Takahiro Hoshino and Kauzo Shigemasu (2008).Standard errors of estimated latent variables with estimated structural parameters. Applied Psychological Measurement, 32 , 181-189.
項目反応理論・因子分析・共分散構造分析で個人差に関わらない母数（構造母数）を推定する際の誤差変動が，因子スコアや潜在変数得点等の個人差母数の推定値の変動に与える問題とその原因を指摘し，構造母数の誤差変動を考慮に入れた個人差母数の推定値の標準誤差の計算法を初めて提案し，妥当性を検証した。

Takahiro Hoshino (2001).Bayesian Inference for Finite Mixtures in Confirmatory Factor Analysis.
　　Behaviormetrika, 28, 37-64.
被験者が複数の群に分かれているが，その群別が不明であるという状況（混合集団）での因子分析モデルへのベイズ推定法を提案し，既存の手法よりも混合集団間の類似性が高い場合にも適用可能であることを示した。本手法は日本の研究者によって開発された共分散構造分析の方法論の中で，統計ソフトAmos上で唯一実用化されている。
Atsunobu Suzuki, Takahiro Hoshino and Kazuo Shigemasu (2006).Measuring Individual Differences in Sensitivities to Basic Emotions in Faces.Cognition, 99, 327-353.
顔情動反応に関する先行研究に存在する天井効果や難易度による交絡を回避するために，モーフィング技法と計量心理学で発展した項目反応理論を用いて各情動への反応感受性を正確に推定する方法を開発した。提案手法を用いることで，６つの情動への反応感受性のうち，喜び情動への反応感受性は他の情動と独立であることを示した。

